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本日、下記にかかるプレスリリースを別添資料のとおり配信いたしますので、ご査収いただき取材なら

びに地域欄への記事掲載についてご検討くださるようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

 

○紅茶で梅の街“岡本”をPR!!「岡本梅紅茶」製作中です 

 

○甲南×岡本 第 2回「梅と文化の花結日」開催のお知らせ 

 

○ピッツバーグ大教授・映画プロデューサー「コリン・マッケイブ講演会」開催のお知らせ 

 

○甲南大学プレミア２ｎｄ「元素の起源の探求プロジェクト」特別公開講演会「2017元素と生命の起源」

開催のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース配信先：兵庫県教育委員会記者クラブ、神戸市政記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ 

 

 以 上 

≪本プレスリリース全体に関するお問い合わせ先≫ 

甲南学園広報部 担当：松岡 

〒658-8501神戸市東灘区岡本 8-9-1 

電話 078ー435－2314 FAX 078ー435－2546 

Email: kouhou@adm.konan-u.ac.jp 

プレスリリース（2017.2.22） 
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紅茶で梅の街“岡本”をPR！！ 
「岡本梅紅茶」製作中です

いつもお世話になっております。 
この度岡本商店街（神戸市東灘区岡本）と甲南大学は、「岡本梅紅茶」の制作を行なっています。 
神戸・岡本は昔から有名な梅の名所で、あの豊臣秀吉も訪れたことがあると言われています。しかし現在は、水害や戦時中の空
襲、その後の宅地化でほとんどの梅を失ってしまいました。 
岡本商店街ではこれまでも「“梅は岡本”ブランディング事業」に取り組むなど、梅の街岡本の再興に向けた取り組みを続けてま
いりましたが、この度その一環として「岡本梅紅茶」を制作いたします。 
この商品の開発にあたっては甲南大学（学生）と共同で進めており、オープンキャンパス（昨年９月）やグランフロン
ト大阪でのイベント（昨年１０月）において、一般の方々への試飲アンケート調査を行うなど、企画制作を進めて参りましたが、
来たる２月２６日（日）に摂津岡本梅まつりにてお披露目（試飲・販売）を行うことになりましt。３月は梅の季節。まだ寒さ
も残る中、紅茶というに老若男女全ての方々に楽しんでもらえるものを通じて、梅の街岡本のPRを行うこと
で地域振興につなげていきたいと考えております。 
つきましては本取り組みを貴媒体において、取材・掲載のご検討をいただければ幸いです。何卒よろしくお願いいたします。

《お披露目（販売）イベント》
日時：２月２６日（日）10：00～15：00
場所：摂津岡本梅まつり（岡本梅林公園）
個数：200個　　価格：200円（税込）

【その他インフォメーション】

※お披露目後は辰巳茶房、岡本商店街振興組合事務局、並びに甲南大学内生協（4月より）などを予定しています。
※甲南大学と岡本商店街は昨年3月に「地域連携協力に関する協定」を締結し、共同で地域振興や人材育成などに取り組ん
でいます。

問い合わせ先
岡本商店街振興組合　電話：078-412-3096（道法（ドウホウ）、松田）　

甲南大学地域連携センター　電話：078-435-2276、090-4905-5892（前田）　

オープンキャンパスでの 
試飲アンケートの様子

グランフロント大阪での 
試飲アンケートの様子 商店街スタッフと甲南大学学生スタッフの打ち合わせ風景

※本商品の梅紅茶葉は辰巳茶房（岡本商店街）にご協力いただいています。

（当日は企画制作学生スタッフが販売を行います）



 

英語 で

実施 

します。 

 



元素と生命の起源 

3.21（火）13:00-16:00 

開場時間 12:30 

会場 甲南大学 5号館 522講義室 
対象 高校生以上一般向け 定員300名  

入場無料 

甲南大学プレミア2nd「元素の起源の探求プロジェクト」特別公開講演会 

2017 



宇宙が誕生した時、宇宙には水素とヘリウムと少量のリチウムしかありませんでした。しかし、現在の宇宙
には、我々の体を構成する炭素や酸素などの元素に満ち溢れています。これらの元素は、どこで作られた
のでしょうか？この問題を考える中で最も大事な天体は星です。本講演では、星がどのような場所で生ま
れ、どのような一生をたどり、どのような最期を迎え、元素の起源にどのような役割を果たしたのか、を解
説します。 

1. 元素の誕生 

2. 地球の誕生 

3. 生命と元素 

生命を宿す惑星、地球はどのようにして誕生したのでしょうか。地球をはじめとする太陽系の惑星は、約46

億年前に原始太陽系円盤とよばれる原始太陽のまわりの円盤から誕生したと考えられています。円盤は、
太陽の前の世代の星の星くずであるガスと塵(ダスト)からできています。この塵が地球の材料になります。ま

ず塵が集まり、微惑星とよばれる小さな天体が生まれます。微惑星は衝突合体をくり返して大きくなり、原始
惑星へと成長していきます。現在の地球の軌道付近には約10個の原始惑星ができます。この原始惑星が衝

突をくり返して、最終的に地球が誕生します。そして、太陽からちょうどいい距離に、ちょうどいい質量と組成
で誕生した地球は、海をもつ惑星となったのです。 

甲南大学理工学部物理学科  

准教授 冨永望 

甲南大学理工学部生物学科  
教授 本多大輔 

国立天文台理論研究部  

教授 小久保英一郎 

元素と生命の起源 3.21 (火) 

開場時間 12:30 
13:00 ～ 16:00 

入場無料 
甲南大学 5号館 522講義室 

甲南大学プレミア2nd「元素の起源の探求プロジェクト」特別公開講演会 

高校生以上一般向け 

お問い合わせ先 
〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1 
甲南大学理工学部 宇都宮弘章 
TEL; 078-435-2471 
E-mail: hiro@center.konan-u.ac.jp 

     
 
 

2017 

元素の成り立ちや性質を考えたとき，生命体を構成している元素の99%が，水素，炭素，窒素，酸素である

ことは，偶然ではないことに気がつきます。原始地球の環境の中で，雷による放電，海底からの熱水噴出
や隕石衝突などによって，これらが有機分子となり，選択を受けながら集められ，分解から守る小胞に包
まれた中で，代謝と遺伝に関与する生体分子が育まれていったと考えられています。そして，成立した生
命体は多様化し，その中に光合成をする藻類が出現し，放出された酸素によって，今度は生物が地球環
境を不可逆的に変化させました。さらに，この酸素が真核生物の出現と多様化をもたらし，大型の多細胞
生物の進化を促進したことで，地球は現在の姿へと変化してきたのです。 
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